
拡��

（
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）消
防
力
に
よ

る
地
域
防
災
力
向
上
事
業

１
億
１
，９
２
０
万
円

　

消
防
団
の
消
防
力
、
水
防
力
維
持
の
た

め
資
機
材
や
車
両
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、

新
た
に
団
員
の
夏
用
活
動
服
を
整
え
ま
す
。

■ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
新
規
車
両
購
入
補
助
事
業

４
，２
０
８
万
円

■ 

地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業

６
億
５
，８
０
０
万
円

　

市
民
の
暮
ら
し
と
安
全
・
安
心
の
た
め
の

緊
急
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
音
声
放
送
端

末
機
を
全
戸
対
象
に
設
置
し
ま
す
。
ま
た
、

市
内
の
テ
レ
ビ
共
同
受
信
組
合
や
区
・
自

治
会
へ
の一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

■ 

市
庁
舎
整
備
事
業

１
億
３
，０
０
０
万
円

　

大
規
模
な
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る

と
と
も
に
効
率
的
な
組
織
運
営
を
図
る
た

め
、
本
庁
機
能
を
水
口
庁
舎
に
一
元
化
し
新

庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。
本
年
度
は
、「
実

施
設
計
」
や
「
建
築
確
認
申
請
の
手
続
き
」

を
進
め
ま
す
。

●�

総
合
計
画
の
実
現
を
目
指
し
た
重
点

的
・
戦
略
的
な
財
源
配
分

　
市
民
ニ
ー
ズ
や
経
済
情
勢
等
を
踏
ま
え

つ
つ
、
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
目
指
し

て
よ
り一層
の
施
策
の
重
点
化
を
図
り
な
が

ら
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
将
来
像
「
人　

自
然　
輝
き
つ
づ
け
る　
あ
い
甲
賀
」
の

実
現
の
た
め
の
部
局
間
連
携
に
よ
る
予
算

と
し
ま
す
。

●�

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
た

防
災
・
減
災
対
策
等
の
強
化

　

東
日
本
大
震
災
等
の
経
験
を
踏
ま
え
、

将
来
を
見
据
え
た
防
災・減
災
対
策
、環
境・

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
よ
り一層
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

●�

財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り

組
み

①�

第
２
次
甲
賀
市
行
政
改
革
大
綱
で
定
め
た
、「
改

革
の
視
点
」に
基
づ
く
行
財
政
改
革
の
断
行

平
成
26
年
度 

甲
賀
市
予
算
編
成
方
針

●�

合
併
特
例
期
間
を
見
据
え
た
計
画
的

予
算

　
「
合
併
特
例
債
」
の
発
行
と
、「
普
通
交

付
税
の
合
併
算
定
替
※
3
」
が
適
用
さ
れ

る
合
併
特
例
期
間
の
終
了
後
も
持
続
可
能

な
財
政
運
営
に
む
け
て
、
そ
の
期
限
を
見

据
え
た
計
画
的
な
予
算
と
し
ま
す
。

※
３�

普
通
交
付
税
の
合
併
算
定
替

　
合
併
後
で
も
、
合
併
が
な
か
っ
た
も
の
と
仮
定
し
て
、
合

併
前
の
旧
町
ご
と
に
算
定
し
た
普
通
交
付
税
の
合
算
額
が
保

障
さ
れ
、
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税
の
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
制
度
で
す
。
甲
賀
市
は
平
成
26
年
度

ま
で
続
き
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
５
年
間
で
段
階
的
に
削
減

さ
れ
ま
す
。

①
元
気
と
安
心

　
　
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

②
学
び
と
育
ち

　
　
き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来

③
創
造
と
交
流

　
　
進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

④
魅
力
の
伝
承

　
　
誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

４
つ
の
重
点
テ
ー
マ

②�

「
税
・
料
金
等
収
納
向
上
対
策
強
化
三

箇
年
計
画
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
28
プ
ラ
ン
」
に

基
づ
く
市
税
や
各
種
料
金
の
滞
納
解
消

策
の
実
行
と
未
利
用
地
の
売
却
・
有
効

活
用
な
ど
に
よ
る
財
源
の
確
保
及
び
新

た
な
歳
入
の
創
出

③�

将
来
世
代
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

基
礎
的
財
政
収
支（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
※
１
）の
黒
字
化
を
継
続

◦�

将
来
世
代
へ
負
担
を
先
送
り
せ
ず
、
財

政
の
中
長
期
的
な
持
続
可
能
性
を
保
つ

た
め
市
債
の
新
規
発
行
を
抑
制

市
債
の
元
利
償
還
額（
平
成
26
年
度
）

38
億
７
，７
９
２
万
円

市
債
の
新
規
発
行
額（
平
成
26
年
度
）

　
　
26
億
５
，１
６
０
万
円

（
う
ち
臨
時
財
政
対
策
債
※
２

　
　
　
15
億
２
，０
０
０
万
円
）

◦�

市
債
残
高
の
推
移

平
成
18
年
度
末	
約
４
３
９
億
円

平
成
26
年
度
末	

約
３
６
０
億
円

（
約
79
億
円
の
減
）

※
１�

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

　
市
債
以
外
の
歳
入
で
、
市
債
の
元
利
償
還
金
を
除
い
た
歳

出
を
ま
か
な
え
る
か
ど
う
か
を
示
す
基
礎
的
財
政
収
支
の
こ

と
で
、
こ
れ
が
プ
ラ
ス
で
あ
れ
ば
財
政
の
中
長
期
的
な
持
続

可
能
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
２�

臨
時
財
政
対
策
債

　
本
来
、
地
方
交
付
税
と
し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す

が
、
地
方
交
付
税
の
財
源
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
地
方

が
国
に
代
わ
っ
て
借
金
し
て
い
る
も
の
で
す
。
後
年
度
の
元
利

償
還
金
は
、
全
額
が
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
ま
す
。

◀

特別会計・公営企業会計
特定の事業を行うための会計

●
そ
の
他
の
取
り
組
み

①�

平
成
25
年
台
風
第
18
号
に
よ
る
災
害
の

復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

②
市
制
施
行
10
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み

　
市
制
施
行
10
周
年
を
迎
え
る
機
会
を
と

ら
え
、
未
来
に
向
か
っ
て
輝
き
つ
づ
け
る
ま

ち
の
姿
を
市
内
外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
、
記
念
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

③
「
協
働
事
業
」
の
推
進

　
市
民
協
働
事
業
提
案
制
度
に
よ
っ
て
採

択
さ
れ
た
事
業
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
枠

配
分
予
算
と
は
区
別
し
て
優
先
的
に
予
算

化
し
て
推
進
し
ま
す
。

④
「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」
の
推
進

予算額

２６年度 ２５年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 90億 3,000 万円 87億 1,000 万円 ＋3億 2,000 万円

後期高齢者医療 17億 1,500 万円 16億 4,200 万円 ＋7,300 万円

介護保険 58億 2,400 万円 53億 7,200 万円 ＋4億 5,200 万円

公共下水道事業 35億 9,800 万円 33億 9,100 万円 ＋2億 700万円

農業集落排水事業 7億 3,400 万円 8億 6,700 万円 △ 1億 3,300 万円

土地取得事業 325万円 339万円 △ 14万円

野洲川基幹水利施設管理事業 2,062 万円 2,002 万円 ＋60万円

浄化槽管理事業 0万円 1億 8,000 万円 △ 1億 8,000 万円

小　　　　　計 209億 2,487 万円 201億 8,541 万円 ＋7億 3,946 万円

企
業
会
計

病院事業
収益的収入及び支出 8億 7,700 万円 8億 6,000 万円 ＋1,700 万円

資本的収入及び支出 7,402 万円 5,608 万円 ＋1,794 万円

水道事業
収益的収入及び支出 29億 8,063 万円 26億 3,207 万円 ＋3億 4,856 万円

資本的収入及び支出 10億 7,948 万円 13億 6,466 万円 △ 2億 8,518 万円

診療所事業
収益的収入及び支出 2億 2,030 万円 2億 1,570 万円 ＋460万円

資本的収入及び支出 575万円 548万円 ＋27万円

介護老人保健
施設事業

収益的収入及び支出 3億 2,480 万円 3億 1,580 万円 ＋900万円

資本的収入及び支出 408万円 120万円 ＋288万円

小　　　　　計 55億 6,606 万円 54億 5,099 万円 ＋1億 1,507 万円

合　　　　　計 264億 9,093 万円 256億 3,640 万円 ＋8億 5,453 万円

安
全・安
心
を
守
る
絆
づ
く
り

■ 

セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業

９
０
０
万
円

　

Ｗ
Ｈ
Ｏ（
世
界
保
健
機
関
）が
提
唱
す

る
、
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
国
際
認
証
の

取
得
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

拡  （
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）防
災
組
織

支
援
・
体
制
整
備
事
業１

，６
３
９
万
円

安
全・安
心
を
守
る

�

イ
ン
フ
ラ
整
備

拡 

（
地
域
防
災
力
向
上
事
業
）災
害
対
策
事
業

１
，５
０
０
万
円

　

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
災
害
用
備
蓄

資
機
材
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
情
報

通
信
機
器
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

新�新規事業　　拡�拡充事業

平成２６年度

市の主な事業
ここでは平成２６年度に行う主な事業を
４つの重点テーマに沿ってご紹介します。

■ 

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）設
置
事
業

１
８
８
万
円

新 

貴
生
川
西
内
貴
土
地
区
画
整
理
支
援
事
業

４
，８
３
１
万
円

■ 

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
事
業４

，７
５
０
万
円

新 

小
規
模
橋
梁
点
検
事
業

２
，７
０
０
万
円

新 

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
推
進
事
業

７
，０
０
０
万
円

■ 

市
営
住
宅
寺
庄
団
地
建
替
事
業

３
億
３
，３
１
２
万
円

■  

保
育
園
耐
震
化
推
進
事
業（
保
育
園
長
寿

命
化
）�

７
，３
７
１
万
円

■ 

市
内
体
育
館
耐
震
補
強
事
業５，４

７
０
万
円

高
齢
者・障
が
い
者
等
の
自
立
や

介
護
へ
の
支
援

新 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗
車
券
交
付
事
業

１
，０
０
０
万
円

　

市
内
に
在
住
す
る
80
歳
以
上
の
高
齢
者

の
方
及
び
障
が
い
者
の
方
で
申
請
を
さ
れ

た
方
に
対
し
、無
料
乗
車
券
を
交
付
し
ま
す
。

新� 

高
齢
者
の
24
時
間
在
宅
医
療
の
推
進（
チ
ー

ム
医
療
で
在
宅
看
取
り
を
支
え
る
）事
業

１
，０
０
０
万
円

　

病
気
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮

ら
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、
在

宅
医
療
・
介
護
の
連
携
に
よ
る
チ
ー
ム
医
療

を
推
進
し
、
在
宅
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

新��

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の
共
同
受

注
窓
口
等
の
整
備�

２
７
０
万
円

■  

高
齢
者
生
活
支
援
事
業
・
家
族
介
護
支

援
事
業
・
老
人
福
祉
事
業�

１
４
２
万
円

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
用
具
を
給
付

す
る
な
ど
本
人
と
介
護
者
の
負
担
を
軽
く
す

る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

生
涯
を
通
し
た

�

健
康
づ
く
り
の
充
実

新�

公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
事
業

６
０
０
万
円

新 

都
市
公
園
施
設
長
寿
命
化
事
業

６
，３
４
０
万
円

■ 

「
こ
う
か
盛せ

い

人じ
ん

の
つ
ど
い
」
事
業

90
万
円

　各事業の詳しい内容は、市のホームページや、水口
庁舎及び土山、甲賀大原、甲南第一、信楽地域市民�
センターの「情報コーナー」でご覧いただけます。

元
気
と
安
心

み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

テーマ
①

▲本庁機能を一元化した新庁舎の完成予想図（東側）

▲市内を走るコミュニティバス

▲配備された災害用備蓄資機材

4平成 26年 4月15日5 平成 26年 4月15日


